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１－１ 第１回「山の日」記念全国大会の開催実績(概要) 
 

 

１ 趣  旨 

  「山の日」制定を記念し、山の恩恵に感謝することを目的に第１回「山の日」

記念全国大会を８月 10 日、11 日の２日間にわたり開催した。記念式典は皇太

子同妃両殿下並びに愛子内親王殿下のご臨席を仰ぐとともに、大会期間中、各

国大使館をはじめ、１７，３００人の皆様に式典行事等に御来場いただき、「山

の日」の定着・浸透、国内外への発信を図った。  

 

２ 開催状況 

（１）大会運営 

ア 期   間：平成２８年８月 10 日(水)～11 日(木)祝 

イ 場   所：上高地及び松本市街 

ウ 来場者総数：１７，３００人(延べ) 

エ 協 力 員 数：約７００人(市職員、県職員、ボランティア等) 
 
（２）行事詳細 
 

 

（３）今大会の特徴的な取組 

 ・記念式典の上高地バスターミナルでの屋外開催及び来場者全員の山行きの服 

装での参加による「山に親しむ機会を得る」 (山の日制定趣旨)ことの具現化 

 ・「山鐘」と名付けた鐘を鳴らすプログラムによる山への様々な願いの発信 

 ・上高地を代表する植物の一つである、「友情」という花言葉を持つニリンソ 

ウをかたどった飯田水引のコサージュの着装 

 

期

日 
行事区分 会  場 内  容 

来場 

者数 

８

月

10

日 

歓迎レセプション ホテルブエナビスタ 
皇太子殿下を囲んでの懇親を深

めるレセプション 
100 人 

「山の日」制定記

念国際フォーラム 
あがたの森文化会館 

山岳ユニバーサルツーリズムの

推進についての基調講演及び事

例報告 

100 人 

８

月

11

日 

記念式典 
上 高 地 バ ス タ ー ミ ナ

ル特設会場 

世界で初となる「山」の祝日制定

を記念し国内外に発信する式典 
400 人 

祝祭式典 まつもと市民芸術館 
山の日制定の趣旨を市民ととも

に祝い山の恩恵に感謝する式典 
800 人 

両 
 

 

日 

信州四方山祭り in

上高地 

上 高 地 小 梨 平 キ ャ ン

プ場、徳沢キャンプ場 

山の魅力や価値を日常的な目線

で伝える、音楽や講演などのイベ

ント 

6,900 人 

信州四方山祭り in

松本城 
松本城公園 

山の魅力や価値を日常的な目線

で伝える、音楽や講演などのイベ

ント 

8,100 人 

木育キャラバン 
Ｊ Ｒ 松 本 駅 隣 接 施 設

ＭＩＤＯＲＩ松本 

国産材で作られた木のおもちゃ

に親子で触れて楽しむイベント 
900 人 
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 ・ロゴマーク制作、記念式典での大会宣言、祝祭式典での合唱等を通じた次代 

を担う子供たちの参加 

 ・歓迎レセプションにおける「山ぶどう葉寿司」の提供など山の国信州・岳都 

松本ならではの振る舞い 

 

（４）ＨＰ閲覧数 

１月 29 日～12 月 19 日：４１４，２０３ＰＶ 

８月 10 日      ： ３９，２１０ＰＶ（ ９．５％） 

８月 11 日      ： ４２，３５０ＰＶ（１０．２％） 

 

（５）関連行事数 

   承認件数：３４０件 実績(H28.12.19 現在)：２３４件 約４２万人 

 

３ 今大会を通じて得られた成果等 

 ・皇太子同妃両殿下並びに愛子内親王殿下の御臨席や山に関係の深い皆様の 

  御来場による国民への山の日制定の浸透・定着 

・実行委員会構成機関等との連携・協力による大会計画策定、広報活動、開催

準備及び大会運営 

・子供たちが山に関心を持つきっかけづくりと長野県固有の取組である「登山

学習」の充実への期待 

・各国大使館の御列席等による海外での発信 

・第１回大会として人々の記憶に残り、山の国信州・岳都松本の歴史に刻まれ

る栄誉と、第１回開催地としての責務の自覚 

 

４ 大会運営に関する課題等 

 ・実行委員会等に関しては、先例のない取組であったこと等から、計画策定等

の準備に時間を要し、構成員への資料検討依頼が短時間となってしまった。 

 ・広報等に関しては、全国各地に広く周知するための時間・方法等に工夫が必

要であった。 

 ・式典行事全般にわたり、総じて好評価をいただいたが、それぞれの準備が短

時間であったことや運営上の時間的な制約があり、より円滑な運営や議論等

のために時間的な余裕を持つ必要があった。 

 ・式典行事全般にわたり、来場者等への接客に関し、より丁寧な対応を行う体

制づくりが必要だった。 

 

５ 第２回大会等への期待 

 ・「山の日」の国民へのさらなる浸透・定着 

 ・山に関する様々な課題解決に向けた産学官の連携強化及び施策の充実 

 ・子供たちの山に触れる機会の拡充 

 ・国際的なネットワークの構築等による、誰もが山に親しむことのできる環境

整備 



3 

１－２ 第１回「山の日」記念全国大会実行委員会及び運営委員会 
の開催実績 

 
１ 趣  旨 

（１）実行委員会は、１５の関係する機関の代表者で構成し、大会の計画・策定及び予算案

の協議・承認、大会当日の実施本部の運営、広報活動等を担う。 

（２）運営委員会は、実行委員会の現地機関として、具体的な事業及び予算の円滑な執行に

あたる。 

 

２ 実行委員会 

（１）設立総会 

日時：平成２８年１月８日(金)午後１時から 

場所：東京都 都道府県会館410号会議室 

 議事：第１回「山の日」記念全国大会実行委員会の設立趣旨について 

第１号議案 第１回「山の日」記念全国大会実行委員会規約 について 

第２号議案 第１回「山の日」記念全国大会実行委員会構成員 について 

第３号議案 第１回「山の日」記念大会実行委員会特別職 について 

（２）第1回総会 

 日時：平成２８年１月８日(金)午後２時から 

 場所：東京都 都道府県会館410号会議室 

 議事：第１号議案 第１回「山の日」記念全国大会基本計画について 

第２号議案 第１回「山の日」記念全国大会実行委員会事業計画について 

第３号議案 第１回「山の日」記念全国大会実行委員会収支予算について 

第４号議案 第１回「山の日」記念全国大会実行委員会運営委員会の設置について 

（３）第２回総会 

 日時：平成２８年４月２８日(木)午後１時３０分から 

 場所：東京都 都道府県会館410号会議室 

 議事：第１号議案 実施計画について 

第２号議案 キャッチフレーズ及びシンボルマークについて 

第３号議案 第１回「山の日」記念全国大会実行委員会補正予算について 

（４）第３回総会 

 日時：上高地現地調査 平成２８年７月１４日（木）午後１時００分から 

    第３回総会   平成２８年７月１５日（金）午前１０時００分から 

 場所：上高地現地調査 長野県松本市上高地 

第３回総会   長野県松本市ホテルブエナビスタ３Fグランデ 

 議事：第１号議案 実施計画について 

    第２号議案 大会実施体制について 

（５）第４回総会 

 日時：平成２８年１２月２７日(火)午後３時から 

 場所：東京都 都道府県会館410号会議室 

 記念講演：講師 作家 夢枕獏 先生   演題「山と物語」 

議事：第１号議案 第1回「山の日」記念全国大会実績報告について 
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    第２号議案 第1回「山の日」記念全国大会の記録誌作成について 

    第３号議案 第1回「山の日」記念全国大会決算報告について 

    第４号議案 第1回「山の日」記念全国大会記録誌編纂委員会の設立について 

    第５号議案 第1回「山の日」記念全国大会実行委員会の解散について 

 

３ 運営委員会 

（１） 第１回運営委員会 

日時：平成２８年１月２９日（金）午後１時３０分から 

場所：松本市安曇支所２F大会議室 

議事：ア 運営委員会の進め方について 

イ 今後のスケジュールについて 

ウ 実施計画の策定について 

エ 実施計画の策定に関する業務委託について 

オ 大会シンボルマークの作成について 

カ 大会準備状況について 

（２） 第２回運営委員会 

日時：平成２８年２月２９日（月）午後２時３０分から 

場所：松本市安曇支所２F大会議室 

議事：ア 実行体制について 

イ 広報・渉外関連業務について 

ウ 実施計画の策定について 

（３） 第３回運営委員会 

日時：平成２８年４月１５日（金）午後１時３０分から 

場所：松本市安曇支所２０１号会議室 

議事：ア 実施計画素案について 

イ 広報・渉外関連業務について 

ウ 大会事業費素案について 

エ 関連行事の取りまとめについて 

（４） 第４回運営委員会 

日時：平成２８年７月１日（金）午後２時から 

場所：松本市安曇支所２F大会議室 

議事：ア 実施計画案について 

イ 第３回総会について 

（５） 第５回運営委員会 

日時：平成２８年１２月１６日（金）午後２時から 

場所：松本市波田文化センター第１・２会議室 

議事：ア 第1回「山の日」記念全国大会実績報告について 

   イ 第1回「山の日」記念全国大会の記録誌編纂について 

   ウ 第1回「山の日」記念全国大会決算報告について 

   エ 第1回「山の日」記念全国大会記録誌編纂委員会の設立について 

   オ 第1回「山の日」記念全国大会実行委員会の解散について 
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６ 記録写真 

第１回総会 第１回総会 

設立総会 衛藤征士郎(衆議院議員) 顧問 

第２回総会 ロゴマーク制作デザイナー 小野圭介氏 

第３回総会 

第２回総会 

第３回総会 現地調査 

第１回総会 谷垣禎一(衆議院議員) 名誉顧問 



6 

１－３ 第１回「山の日」記念全国大会に関する広報活動実績 
 
１ 趣 旨 

  「山の日」の制定趣旨や大会の開催理念等を広く周知するとともに、山岳県信州、

岳都松本の景観や山岳文化等の魅力を国内外に発信した。 

 

２ 広報の取組み 

（１）ＷＥＢ・ＳＮＳ 

大会専用ホームページの設置とＳＮＳにより、即時性と拡散性の高い広報を実施 

項  目 期日等 概 要 

大会専用ホームページ 28.1.29～ ホームページアクセス数 

・約４１万ＰＶ（開設～１１月末） 

・月平均 約 41,000Ｐの閲覧 

（ピーク 8月 11 日・１日で 

42,350 ページ） 

公式ＳＮＳ（フェイスブック・

インスタグラム） 

28.2 月上旬～ 
・公式ページへの「いいね」の件数 

 ７０９人 

・フェイスブック・インスタグラム情報発

信件数（開設～１１月末） 

  １９８件（約２日に１回以上） 

各種ＷＥＢサイトを通じた大

会情報の発信 

４月～ ・Yahoo！ロコ、朝日新聞デジタル、日本

旅行・KADOKAWA・BIGLOBE 旅行サイト、

パナソニックおでかけ旅ガイド等の旅

行・レジャー関連サイトに情報掲載 

※海外メディア招へい事業による海外へ

のＷＥＢ情報発信、６件 

 

（２）テレビ・ラジオ・新聞・雑誌等 

  各種広報媒体を有機的に連動させ費用対効果の高い広報を展開 

  ・県内テレビ局５社及び県内新聞社２社を「特別協賛者」として、特集番組等の企 

画や特集記事等の制作を編集とタイアップして実施。 

・ラジオについては、パブリシティ枠を積極的に活用し、職員等の出演による情報 

発信を実施（約２０回以上） 

媒 体 区 分 番 組 等 

テレビ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国放送等 ＜大会前＞ 

旅サラダ（テレビ朝日）、なんでも鑑定団（テレビ東京）、

ゴゴスマ（ＣＢＣテレビ）、まちイチ（東京放送）で、大

会に関わる告知等を実施。 

フジテレビニュースで上高地から生中継（8/8） 

＜大会当日＞ 

あさチャン（東京放送）で河童橋から生中継 

ＮＨＫ及び民放各局の全国ニュースで幅広く放送 

＜大会後＞ 

皇室の窓スペシャル（ＢＳジャパン）、皇室日記（日本テ

レビ）皇室スペシャル 2016（フジテレビ）、皇室のこころ

～2017 冬～（ＢＳフジ）の取材協力 

＜海外＞ 

ＮＨＫワールド「ニュースライン」取材協力と情報 

提供、台湾、ベトナムで特集テレビ放映 
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テレビ 県内番組 ３時は！ららら（ＳＢＣ）、フォーカス信州（ＮＢＳ）、ゆ

うがたゲット（ＴＳＢ）、駅前テレビ（ＡＢＮ）、ひる得（Ｎ

ＨＫ）で特集番組放映。 

大会直前の県内テレビスポット CM8 月 1日～11日に 25本

（大会開催やイベント開催の告知） 

ラジオ 全国（県外） ＮＡＣ５（関東）、ＡＢＣラジオ（大阪）、ラジオ大 

阪（大阪）、毎日放送（大阪） 

関東コミュティラジオ局（むさしのＦＭ、ＦＭ西東 

京、ＦＭサルース他） 

県内 ＳＢＣラジオ、ＦＭ長野、ＦＭまつもと、 

あづみ野ＦＭ 

新聞 全国紙 日本経済新聞 

・山の日特集 ２ページ全面（７月２９日） 

 大会告知広告の掲出 

読売新聞 

・上高地と山の日特集２ページ全面…編集記事 

（７月２４日） 

県内紙 信濃毎日新聞 大会特集紙面 

・大会関連行事紹介 １ページ全面（６月３０日） 

・記念式典当日特集 ４ページ全面（８月１１日） 

・大会採録特集   ２ページ全面（９月２５日） 

・信州四方山祭りの開催告知 ５段 1/2 を、 

7/28、8/1、6、7、9 と５回掲出 

松本地域紙 市民タイムス 

・記念大会特集  １６ページ（８月３日） 

・信州四方山祭りの開催告知 ５段 1/2 を、 

7/29、8/3、6、10 と４回掲出 

その他 ・大阪日日新聞（大阪）に特集記事（８月９日）、 

・中日こどもウィーリー新聞（愛知県）に山の日と上高地

の特集記事（７月２３日） 

・新聞への関連記事掲載 １７８件 

（27 年 10 月-28 年 8 月・事務局把握分） 

雑誌等 専門誌等 ・山と溪谷、ワンダーフォーゲル（山と溪谷社） 

大会告知掲出 カラー１ページ 

・地図中心（日本地図センター） 

 記念大会の巻頭特集 カラー３ページ 

一般誌等 ・ＤＩＭＥ（小学館）他、一般情報誌 

松本商工会議所広報誌、県内発行の各種機関紙 

等の広報紙３６件に大会関連記事 

の掲出（記事等によるパブリシティ） 

 

（３）政府広報、官公庁等の広報媒体活用、チラシ、全国展開ポスター等 

ア 国や県・市の公共的広報媒体を活用した広報を実施 

区 分 内 容 等 

広報まつもと ８月号 山の日特集「岳都の山の日」４ページ 

広報ながのけん 夏号 山の日特集「世界に誇れる山岳県…」４ページ 

その他 内閣府ツイッター、国、県及び市関係機関等のＷＥＢサイト

や機関誌等への情報掲載…40件 
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イ チラシ 

区 分 部 数 配布先等 

大会概要周知チラシ（２月版） ５万枚 国、県、市関係施設、県内学校、観光関

連施設、イベント会場等 

大会概要周知チラシ（５月版） ２万枚 長野県内コンビニ 800 店等 

大会内容周知チラシ（７月） ５万枚 国、県、市関係施設、県内学校、観光関

連施設、イベント会場等 

交通状況周知チラシ（７月） ５千枚 国道 158 号沿線～高山市内施設 

四方山祭り in上高地（８月） ５千枚 上高地内イベント会場付近 

 

  ウ ポスター 

区 分 部 数 配布先等 

ロゴマークポスター 

Ｂ２，Ａ２（６月～） 

5.5 千枚 国、県、市関係施設、県内学校、観光施

設、スポンサー等、3,000 箇所以上、県内

コンビニ 441 店舗 

メインポスター 

 Ｂ１，Ａ２（７月～） 

1.3 万枚 国、県、市関係施設、県内学校、観光施

設、スポンサー等、3,000 箇所以上 

映画タイアップポスターＡ２ 

・エヴェレスト（１月～） 

・ヒマラヤ（７月～） 

5.5 千枚 全国山の日協議会と映画配給会社の「山

の日」タイアップポスターを、長野県内

及び松本市内を中心に配布 

（山の日協議会を通じた全国への配布は

約２万枚） 

 

（４）広報イベント等 

 大都市圏の山岳関連イベントや県内イベントにおいて、山の魅力や、大会の開催

をアピールするブース出展、パネル展示等を行った。 

区分 期 間 イベント名 場 所 

県外 3/4 銀座 NAGANO「山の日」公式プレイベント 東京・銀座 

4/23・24 アースデイ東京２０１６ 東京・代々木公園 

5/14・15 第２６回みどりの感謝祭 東京・日比谷公園 

6/11・12 夏山フェスタ 愛知・名古屋市 

6/25・26 九州夏山フェスタ 福岡・福岡タワー 

7/17・18 海フェスタ東三河 愛知・豊橋市 

県内 6/5 全国植樹祭 長野市・M ｳｪｰﾌﾞ 

6/5 ウエストン祭 松本市・上高地 

6/19 松本山雅ホームゲーム・長銀デー 松本市・ｱﾙｳｨﾝ 

＜パネル展示のイベント等＞ 

信州夢街道フェスタ（6/11・12）、なんでも鑑定団収録会場（7/2）信州山岳サミット in 松

本（7/3）、国際フラワーフォーラム（7/8･9）長野駅イベントスペース 

りんごの広場（7/16・8/6）、長野銀行大名町支店パネル展（7/19～8/12）、松本山雅ホーム

試合（8/7・8/11） 

 ＜大会終了後＞ 

岳都・松本山岳フォーラム 2016（11/26・27）…大会の記録展示 
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（５）県内・松本市街地等への看板等掲出 

区分 期間 内 容 等 

長野市 8/5～11 ＪＲ長野駅への大型横断幕掲出 

8/8～11 ＪＲ長野駅前大型ディスプレイに大会告知掲出 

松本市街 7 月中旬～ 上下水道局前（松本 I.C 出口）に看板掲出 

７月下旬～ 

・松本駅アルプス口への松本蟻ケ埼高校の「山の日」の 

 書掲出 

・アルプス口階段付近ポスター掲出場所全部（５か所） 

にポスター掲出 

8/9～12 ＪＲ松本駅ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ横断幕の設置 

7/15～8/11 市内商店、上高地内施設への下げビラ（歓迎ビラ）掲出 

松本市役所 

 

 

６月～ ・本庁舎前に横断幕掲出 

・東庁舎に横断幕及び大会ロゴマーク記念写真撮影 

ボード掲出（７月下旬～） 

（６）その他の広報・情報発信等 

項 目 内 容 等 

松本市観光大使による情報発

信 

・山の日記念大会周知専用名刺 

・観光大使配布専用リーフレット 

・大会ホームページへの寄稿（田部井氏他） 

各種会議等でのＰＲ 

 

 

 

・第３回ロングトレイルシンポジウム（2/23） 

・ながぎん松本会定期総会（5/23/24） 

・山の日議員連盟総会（5/26） 

・首相官邸への表敬訪問（7/26） 

ＮＥＸＣＯ中日本とタイアッ

プした周知企画（６月～） 

・中央道 藤野～梓川全サービスエリアにタイアップポスタ

ー掲出 

・サービスエリア割引券付大会タイアップチラシの作成（Ｎ 

ＥＸＣＯが作成・30,000 枚） 

・大会タイアップイベント（大野川小中学生によるアルプホ

ルン演奏）、山の日弁当の販売等を実施 

マスコミ等への大会説明等 ・レジャー記者を中心とした大都市圏マスコミと、県内観光

関係者等が出席するマスコミ懇談会での大会ＰＲ（東京、

名古屋、大阪） 

・地元マスコミへの大会説明会（4/5） 

・宮内記者会、在京記者への説明（7/29） 

国及び国関係機関を通じた広

報 

・環境省 

「山の日」周知のための中吊り広告を、ＪＲ中央線すべての 

車両（中央快速線、京葉線、青梅線、武蔵野線など）へ掲 

出（3/12～18） 

・農林水産省 

本省消費者の部屋で開催の「森と山のこと考えてみません 

か～森と山の漫画展～」で、大会ポスターの掲出と大会グ 

ッズ（コースター）の配布（6/20～24） 

・その他、国機関の広報媒体や広報グッズの活用（大会当日 

 来賓の土産品としても活用） 
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（７）広報物品（グッズ等）制作について 

時期 名 称 部数 配布先等 

１月 

ゴム印コースター（手作り） 

 

 

 

 

 

 

約 1,000 枚 イベント、実行委員会主催会議、

県・市主催会議等 

５月 

ロゴマークコースター 

 

 

 

 

 

 

 

10,000 枚 事前イベント、実行委員会主催会

議、県・市主催会議等 

５月 

ビニール袋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10,000 枚 イベント参加者、大会出席者等 

５月 

ロゴマークシール（Ａ５版） 

 

 

 

 

 

 

 

10,000 枚 イベント、大会会場来場者等 

５月 

ロゴマークシール（25mm） 

 

 

 

 

10,000 枚 ペットボトル「松本の水」キャッ

プに貼付し、イベント、大会当日

の記念品等として配布 

５月 

ピンバッジ 

 

 

 

 

 6,000 個 イベント、大会関係者、大会出席

者（来賓等）、上高地内施設関係

者 
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３ 記録写真 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

時期 名 称 部数 配布先等 

６月 

カンバッジ 

 

 

 

 

 

500 個 実行委員会関係者等 

６月 うちわ 
6,000 個 スポンサー企業、関連イベント、

大会当日来場者等 

６月 銀座 NAGANO コラボ扇子 
10,000 個 首都圏イベント 

銀座 NAGANO 利用者 

６月 

ミニのぼり旗 

 

 

 

 

 

 

 

200 個 長野県内公共施設窓口 

７月 
クリアファイル 

 

1,000 枚 記念式典・祝祭式典出演者・発表

者（子供等） 

銀座ＮＡＧＡＮＯ アースデイ東京 第２６回みどりの感謝祭 

夏山フェスタ in 名古屋 夏山フェスタ in 九州 海フェスタ東三河 

ＪＲ松本駅（蟻ケ埼書道部） ＪＲ松本駅アルプス口 ＪＲ長野駅 
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１－４ 第１回「山の日」記念全国大会の式典招待者について 
 

招待者区分 
出席者数 

記念式典 祝祭式典 

皇太子殿下、同妃殿下、愛子内親王殿下 御臨席  

特定 

招待者 

山に関係の深い各国 

・イギリス、ドイツ、オーストリア、スイス、 

イタリア、アメリカ、中国、ネパール、 

オーストラリア 

松本市海外姉妹都市 

・グリンデルワルト 

国務大臣 

国会議員（警護対象） 

19 人 1 人 

特別 

招待者 

 

国会議員（山の日議連関係者、長野県選出） 

松本市姉妹（友好）都市の代表者 
・藤沢市、姫路市、高山市、金沢市、鹿児島市 

地方６団体の代表者 

23 人 9 人 

一般 

招待者 

 

国機関関係者 

次期開催地自治体関係者 

松本市観光大使 

協賛企業の代表者 

実行委員会構成機関が推薦する者 

・山の日制定功労者、全国山の日協議会会員、 

山岳団体関係者等 

173 人 94 人 

県議会議員 

市議会議員 

都道府県関係者 

県内市町村長 

協賛企業の関係者 

地元（地域）関係者 

・地元企業、上高地町会、地元山岳関係者等 

191 人 223 人 

一般 

公募 
 － 500 人 

合      計 409 人  827 人 
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１－５ 第１回「山の日」記念全国大会に関する海外メディア 

対応について 
 

１ 趣旨 

 第１回「山の日」記念全国大会を契機として、世界で初めての「山」を対象とした

祝日を制定した意義や、日本を代表する山岳観光地「上高地」の魅力や先進的な取組

みを世界に発信するため、日本に駐在する海外メディアの記者を招聘しメディアツア

ーを実施した。 

 

２ 概要 

（１）日程 平成28年６月９日～10日（長野県産業労働部と共催、上高地入りは９日夜） 

 時間 視察内容 

１ 

日 

目 

（終日） （県産業労働部主催の視察） 

19:15 頃 上高地宿舎着  

２ 

日 

目 

8:00-11:50 上高地散策（「山の日」、上高地関連のブリーフィング含む ） 

11:50-12:35 昼食懇談  

12:35-14:05 上高地バスターミナル出発→松本市中心部へ 

14:05-14:45 ICT を活用した山岳遭難対策モデル事業の視察 

15:47-18:36 松本→新宿へ 

 

（２）参加メディア及び報道状況 

ツアー参加メディア 報道状況 

中国時報(台湾･新聞) ― 

台湾テレビ(台湾･TV) 

7 月 4 日付（テレビ放映１件/Web 記事１件）「長年

美しい山と川を守ってきた上高地は”神の故郷”。

200 万人の観光客が訪れ、台湾人も多く訪れる」 

経済日報(中国･新聞) ― 

vietnam television(ベトナム･

TV) 

8 月 11 日(12 日)付（テレビ放映１件/Web 記事１件）

「日本 8月 11 日を山の日に選定」 転載４件 

SingaporeressHoldings/ 

Lianhe zaobao (シンガポール･

新聞) 

6 月 13 日付（紙面 1 件/Web1 件）「ごみが広がる富

士山から警鐘 日本初の山の日が環境保護を発信す

る」 転載 2件 

Ouest-France(フランス･新聞/

雑誌) 

9 月 1 日(8 月 31 日)付（雑誌 1件/Web1 件）「成功：

山が“離陸”」 

dpa(Garman Press Agency)(ド

イツ･通信) 
― 

ilsole24ore(イタリア･新聞

/TV) 

8 月 10 日付（紙面 1件/Web･動画 1件）「日本：新し

い祝日山の日」 

Kristeligt Dagblad(デンマー

ク･新聞/ラジオ/個人 Web) 

6 月 12 日付（Web1 件）「日本の山：自然景観を維持

する難しさ」 

USA TODAY(米国･新聞) ― 

計 11 社 計 17 件 
（TV３社、新聞７社、通信１社） （TV２件、新聞２件、Web 記事６件、雑誌１件、転載６件） 

山
の
日
関
係
視
察 
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３ 視察内容 

（１）山の日・上高地ブリーフィング 

  説明者：第１回「山の日」記念全国大会実行委員会事務局長 加藤銀次郎 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）上高地散策 

  ガイド：信州まつもと山岳ガイド協会 理事長 石塚聡実 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）上高地の取組み（上高地を美しくする会の活動、マイカー規制の経過等） 

  説明者：上高地町会長 上條敏昭 

  

 

 

 

 

 

 

 

（４）地域の企業の取組み（山岳遭難対策モデル事業の紹介等） 

  説明者：㈱ヤマレコ 代表取締役社長 的場一峰 

     

 

 

 

 

 

山の日や上高地の歴史を説明する加藤事務局長 事務局長の説明を聴講する記者 

晴天下での上高地散策 記者インタビューを受ける加藤事務局長 

上高地の取組みを説明する上條町会長 町会長の説明を聴講する記者 

ヤマレコの遭難対策モデル事業のプレゼン 聴講風景 



15 

１－６ 第１回「山の日」記念全国大会に関する企業等による

協賛について 
 

１ 趣旨 

  本大会の開催趣旨に賛同し、式典行事の開催や広報活動に要する資金等を提供し

ていただくことを目的に、企業・団体・個人等を対象に“みんなで山の未来をつく

る夏”をキャッチフレーズとして協賛を依頼した。 

 

２ 協賛企業一覧(五十音順、敬称略) 

  味の素㈱、アルピコホールディングス㈱、㈲泡の湯旅館、イオンリテール㈱、 

㈱井上、㈱エイコー、NTT 東日本、㈱王滝、㈱カモシカスポーツ、北野建設㈱、 

キッセイコムテック㈱、キッセイ薬品工業㈱、 

キリンビールマーケティング㈱長野支社、クラブツーリズム㈱、㈱小石興業、 

㈱好日山荘、酒井産業㈱、㈱シーエナジー、JR 東日本、JA あづみ、 

JA 松本ハイランド、㈱JTB 中部松本支店、慈泉会相澤病院、清水建設㈱、 

㈲白船荘新宅旅館、信州大学、㈱信州芽吹堂、セイコーエプソン㈱、㈱綜合印刷、 

損害保険ジャパン日本興亜㈱、大雪渓酒造㈱、㈱竹中工務店、東京医科大学、 

東京海上日動火災保険㈱、鳥臣、中部電力㈱、中日本エクシス㈱、㈱長野銀行、 

長野県信用組合、日清食品ホールディングス㈱、日本山岳救助機構(同)、 

日本費用補償少額短期保険㈱、日本郵便㈱信越支社、㈱博報堂アイ・スタジオ、 

ハシバテクノス㈱、㈱八十二銀行、㈱finetrack、富士電機㈱松本工場、 

富士見パノラマリゾート、抱生会丸の内病院、松本ガス㈱、松本信用金庫、 

松本大学、㈲丸山菓子舗、㈱モンベル、㈱ヤマレコ、㈱わかさ出版 

上高地タクシー運営協議会、(特非)北アルプスブロードバンドネットワーク、 

(一財)休暇村協会、(公社)国土緑化推進機構、国有林観光施設協議会、 

松塩筑安曇野温泉協会、(独)森林総合研究所、 

全国天然木化粧合単板工業協同組合連合会、手島泰六後援会、長野県酒造組合、 

長野県森林組合連合会、長野県木材協同組合連合会、 

(一社)長野県林業コンサルタント協会、(一社)長野県林業センター、 

(一財)日本森林林業振興会長野支部、松本市上下水道局、松本石匠組合、 

林業･木材製造業労働災害防止協会長野県支部 

他 個人：４者 

 

 

 

 

３ 報道特別協賛企業一覧(五十音順、敬称略) 

 abn 長野朝日放送、SBC 信越放送、NHK 長野放送局、NBS 長野放送、 

信濃毎日新聞社、市民タイムス、TSB テレビ信州、テレビ松本ケーブルビジョン、

山と溪谷社 

 

 

 

協賛 83件※(79者)：うち、資金協賛 71件 3,933万円、物品協賛 12件(1,300 万円相当) 

報道特別協賛 9 社：うち、資金協賛 8件 925万円 

※資金と物品の複合的な協賛あり 
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４ 大会期間中における協賛者紹介 

（１）大型モニター掲出 

区分 記念式典会場 祝祭式典会場 

日 時 
8 月 11 日（木） 
午前 8時～9時間（複数回） 

8 月 11 日（木） 
12 時 50 分～午後１時 20分（複数回） 

場 所 上高地バスターミナル まつもと市民芸術館 

 

 

 

 

 

 

 
   
（２）大型バナー掲出 

区分 記念式典会場 祝祭式典会場 

日 時 8 月 11 日（木）終日 8 月 11 日（木）終日 

場 所 
上高地バスターミナル 
招待者入場口正面奥 

まつもと市民芸術館 
招待者入場口付近 

サイズ 横 3.6m×縦 2.0m 横 1.8m×縦 1.8m 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（３）オフィシャルガイドブックでの紹介 

配付期間 大会期間中：8月 10～11 日 

配付対象 招待者、出演者、主催者･大会関係者、スタッフほか 

制作部数 3,000 部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念式典会場 祝祭式典会場 

記念式典会場 祝祭式典会場 
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（４）事務局ユニフォームでの紹介 

着用期間 大会期間中：８月 10～11 日 

着用場所 上高地、松本市内 

制作内容 布ステッカー 天空･頂上：横 10 ㎝×縦 4㎝、8合目：横 7㎝×縦３㎝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）大会周知チラシでの紹介 

設置期間 7 月 15 日～ 

設置場所 
県内（77市町村、小中高校、県関係組織、市関係組織） 
県外（県関係組織、47 都道府県、関係省庁、協賛者、全国山の日協議会員）            
ほか 全国約 1,000 ヶ所 

制作内容 A4 カラー、両面 50,000 部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局員 15 名

が各担当エリア

で着用し PR。 

（配置は任意） 
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（６）大会周知ポスターでの紹介 

設置期間 7 月 11 日～ 

設置場所 

県内（77市町村、小中高校、県関係組織、市関係組織） 

県外（県関係組織、47 都道府県、関係省庁、協賛者、全国山の日協議会員）            

ほか 全国約 3,000 ヶ所 

制作内容 A2 版 15,000 部、 B1 版 300 部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）ノベルティグッズでの紹介 

ア 大会うちわ 

区分 初版 第２版 

配布期間 7 月 15 日～ 大会期間中（8月 10・11 日） 

配布場所 
海フェスタ東三河、松本ぼん

ぼん、該当協賛者 ほか 

信州四方山祭り in松本城、祝祭式典参加

者、木育キャラバン@MIDORI  

制作内容 3,000 本 3,000 本 

 

イ 大会クリアファイル 

配布期間 ８月 10 日～ 

配布場所 出演者、大会関係者 ほか 

制作内容 1,000 部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【先行版】5 月～（5/20 現在の協賛者を紹介） 【大会直前版】7 月～ 
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５ 大会終了後 

（１）全県版新聞採録記事への掲載（9月 25 日） 

（２）大会記録誌への掲載 

 

６ 協賛お礼 

協賛いただいた全者に対し、実行委員会から感謝状と記念品を謹呈。 

（１）感謝状 

  ヒノキのツキ板(協賛物品)を使用し感謝状 

を作成。 

裏面には大会記録写真等を印刷。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）記念品 

  観光用の土産品の一つで 

あるペナントに今大会をイ 

メージした上高地の図柄と 

ロゴマークを配し、協賛者 

への記念品として贈呈。ペ 

ナントにはシリアルナンバ 

ーを付記。 

 

 

感謝状（おもて） 感謝状（うら） 

ツキ板（ヒノキ） 

ペナント 


